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■新庁舎の建設候補地 

 新庁舎の建設候補地については、広川町庁舎等検討委員会報告書（※１）及び広川町まちづくりに関するアンケート調査（※２）の結果を考慮し、以下の３箇所での検討を行いました。 

 ※１ 広川町庁舎等検討委員会報告書（抜粋）  地域住民の意向及び利便性を第一に考え、現在地から概ね 1.5ｋｍ以内の地域が望ましい。 

 ※２ 広川町まちづくりに関するアンケート調査結果（抜粋）   

建替える場所についてお答えください。（Ｎ＝912） 現在の庁舎周辺 81.8％  現在の場所にこだわらず他の場所を検討した方が良い 12.0％  無回答 6.3％ 

 

→次回、敷地内でのおおまかな配置イメージを見ていただき、実現性を判断していただきます。 

①現位置 

＜メリット＞ 

・現庁舎の南側に新庁舎を建設することで、仮庁舎が不要と

なるため、経費削減が可能。 

＜デメリット＞ 

・施工時に駐車場スペースを別敷地で確保する必要あり。 

②武徳館 

＜メリット＞ 

・町民交流センターとの連携が可能。 

＜デメリット＞ 

・敷地内に十分な駐車場スペースが確保できないため、駐車

場まで道路を横断する必要あり。 

・周辺に住宅があるため、日影等の影響がある。 

③南側駐車場 

＜メリット＞ 

・周辺の土地も買収できる場合、まとまった敷地を確保する

ことが可能。 

＜デメリット＞ 

・借地のため、土地買収が望ましい。 

・職員の駐車場を別敷地で確保する必要あり。 

●町民交流センター 

●八女消防署広川分署 
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